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点の頂点移動・２ 

 

右の図のような，正六角形を３個頂点と頂点が重なるように組み合わせた図

形があります。点Ｐは最初頂点Ａに重なっていて，１秒ごとに辺を１本通って

となりあう頂点のいずれかに移動します。 

 

（１）点Ｐが，３秒後に頂点Ｂに重なるような移動の仕方は何通りありますか。

また，４秒後に頂点Ｇに重なるような移動の仕方は何通りありますか。 

 

（２）点Ｐが，８秒後に頂点Ａに重なるような移動の仕方は何通りありますか。 

 

（３）点Ｐが，□秒後に頂点Ａに重なるような移動の仕方より，（□＋２）秒後に頂点Ａに重なるような移

動の仕方のほうが，３３５９２３２通り多くなりました。□秒後に頂点Ａに重なるような移動の仕方は

何通りありますか。 

 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 

Ａ 
Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｐ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 
Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 



https://jukensansuu.org 

 

点の頂点移動・２ （１）５通り，７通り （２）５１９通り （３）６７１８４７通り 

 

（１）３秒後に頂点Ｂと重なるためには，２秒後に頂点Ａ，Ｃ，Ｇのいずれかと重なっていなければなりま

せん。 

２秒後に頂点Ａと重なる移動の仕方は，図１のようにＡ→Ｂ→Ａと移動するか，Ａ→Ｊ→Ａ， 

Ａ→Ｆ→Ａと移動するかのいずれかですから，３通りです。 

２秒後に頂点Ｃと重なる移動の仕方は，図２のようにＡ→Ｂ→Ｃと移動する１通りです。２秒後に頂

点Ｇと重なる移動の仕方も同じく１通りです。 

よって，３秒後に頂点Ｂと重なるような移動の仕方は，３＋１×２＝５（通り）です。 

 

図１           図２          図３ 

 

 

 

 

 

 

 

    

 次に，４秒後に頂点Ｇと重なるためには，３秒後に頂点Ｂ，Ｈのいずれかと重なっていなければなり

ません。３秒後に頂点Ｈと重なるためには，２秒後に頂点Ｇ，Ｉのいずれかと重なっていなければなり

ません。２秒後に頂点Ｇと重なる移動の仕方は図３のようにＡ→Ｂ→Ｇと移動する１通り，頂点Ｉと重

なる移動の仕方も１通りですから，あわせて２通りです。よって，５＋２＝７（通り）です。 
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（２）図形の対称性から，□秒後に頂点Ｂ，Ｊ，Ｆに移動する方法，頂点Ｇ，

Ｉ，Ｋ，Ｍ，Ｅ，Ｃに移動する方法，頂点Ｈ．Ｌ．Ｄに移動する方法はそ

れぞれ等しくなります。 

そこで，□秒後に頂点Ａと重なるような移動の仕方がｘ通り，頂点Ｂ（お

よびＪ，Ｆ）と重なるような移動の仕方がｙ通り，頂点Ｇ（およびＩ，Ｋ，

Ｍ，Ｅ，Ｃ）と重なるような移動の仕方がｚ通り，頂点Ｈ（およびＬ，Ｄ）

と重なるような移動の仕方がｗ通りあるとします。このとき，□＋１秒後

にそれぞれの頂点と重なる方法が何通りあるかを考えます。頂点Ａと重なる方法は，頂点Ｂ，Ｊ，Ｆか

ら移動するので，３×ｙ通りです。頂点Ｂと重なる方法は，頂点Ａ，Ｃ，Ｇから移動するので， 

（ｘ＋２×ｚ）通りです。頂点Ｇと重なる方法は，頂点Ｂ，Ｈから移動するので，（ｙ＋ｗ）通りです。

頂点Ｈと重なる方法は，頂点Ｇ，Ｉから移動するので，２×ｚ通りです。このことから，フィボナッチ

数列のように表によって順に移動の仕方を求めることができます。 

時間(秒後) ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

ｘ（通り） １ ０ ３ ０ １５ ０ ８７ ０ 519 

ｙ（通り） ０ １ ０ ５ ０ ２９ ０ 173 ０ 

ｚ（通り） ０ ０ １ ０ ７ ０ ４３ ０ 259 

ｗ（通り） ０ ０ ０ ２ ０ １４ ０ ８６ ０ 

   よって，５１９通りです。 

 

（３）（２）のｘとｙの行に注目をすると，下の実線の矢印では移動の仕方が（２倍－１）に，点線の矢印

では３倍になっています。 

時間(秒後) ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

ｘ（通り） １ ０ ３ ０ １５ ０ ８７ ０ 519 

ｙ（通り） ０ １ ０ ５ ０ ２９ ０ 173 ０ 

  よって，□秒後に頂点Ａと重なる移動の仕方がｘ通りあるとすると，（□＋２）秒後に頂点Ａと重なる

ような移動の仕方は，（ｘ×２－１）×３＝ｘ×６－３（通り）あるので，差はｘ×５－３です。 

  ｘ×５－３＝３３５９２３２より，ｘ＝（３３５９２３２＋３）÷５＝６７１８４７です。 

   なお，全く求める必要のないことですが，６７１８４７通りになるのは，１６秒後です。 
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